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トピックス

学校協働活動

　８月１４日（金）毎年恒例の夏の風物詩「夏まつり
新山」は中止になりましたが、新山に元気を、子どもた
ちにふるさとの思い出をということで、にいやま新栄会・
新山公民館共催、消防団新山分団協力のもとで「夏の思い出
２０２０」が行われました。
　古民家とくらでは、カレー・やきとり・リエット・生ハム
のテイクアウト料理が約２００食予約販売されました。
　午後８時からは米田池堤防より１０分間打ち上げ花火が夜空を彩
りました。ご協賛いただきました、地域の企業・団体の皆さまあり
がとうございました。コロナウイルスも吹き飛ぶような大きな花火
をたくさん打ち上げる事ができ、ご家庭でお盆の夜を楽しんでいた
だけた事と思います。
　

８月６日（金）もりもりちゃんの工作教室
　　　　　　　３Ｄフォトフレームを作ろう　

（公民館長） 

　　新山小学校掲示板
３枚の段ボールのフレームにビ
ニールシートや色紙を敷いて、
切り取った写真やカレンダーの
絵を立体的に見えるようにはさ
んで貼っていきます。
個性の光る力作ができました。

ズーム・イン 

公民館主催・夏休みこども教室

９月１７日（木）
５年生　かかし作り

これからの学校協働活動の予定

１０月　１日（木）２年生　大根等種まき
１０月　８日（木）３・４年生　柿取り（干し柿作り）
１０月１３日（火）１・２年生・保育所年長組　芋掘り
１０月１４日（木）５年生　稲刈り

ご協力をよろしく
　　　お願いします。

ホームページはこちら
のＱＲコードよりご覧い
ただけます。

夏の思い出２０２０・打ち上げ花火

８月１４日
ホームページに写真投稿コーナー

米作りの学習の一環で
今年もかかしを作りま
した。

参観日（ミニ運動会）
　日　時　１０月２８日（水）
　　　　　１３：００～１４：３５
※観覧席は設けていませんが、見学
　にお越しください。

皆の願い事を張り付け
願い玉にしました。

新栄会カレー
おいしかったよ！

花火サイコーきれいでした！

よくばりプロジェクト終了にあたって 

―Ｑ＆Ａ― 

感動しまし
た！

Ｑ、参加したきっかけを教えてください 

Ａ，少子高齢化が深刻な当地域では、若い世代が活躍する地域づくりが喫緊の課題となっています。その

課題解決に子どもたちが地域を好きになって、ふるさとへの愛着を育んでもらいたいと、日々の公民館

活動を進めています。ちょうど２年前、県公連が公募した地域の課題解決に向けた「公民館・学生協働

プロジェクト」に参加し、専門的に学んでいる学生と協働して、子どもたちの郷土愛の醸成について取

り組んでみたいと考えました。 

Ｑ，具体的な取り組みはどんなことがありますか 

Ａ，学生とワークショップを行い「ふるさとへの愛着」をキーワードに、学校、青壮年団（新栄会）、各

種団体（婦人会）のご協力をいただき協働事業として推進することにしました。 

Ｑ，取り組みによる成果や効果はどうでしょうか 

Ａ，若者たちと「憧れのサイクル」を循環させるという目標を立て、中学生が発案した短編映画の撮影で

は、多くの地区民のご協力で実現し、中学生も地域のつながり、絆を強く感じたと思っています。 

Ｑ，事業を通じて特に力を入れたこと・その背景やポイントは何でしょうか 

Ａ，コンセプトは・・・Ｉ ＬＯＶＥ ふるさと “絆”で拓く 

もっと自慢できる新山 ず～っと優しい新山、を次世代へ・・・としました。 

Ａ，中学生による短編映画の制作については、「絆の大切さ、ふるさとを振り返ってもらいたい」「ふるさ

とに大切な思い出が一杯ある。いつかはふるさとに帰りたい」と思うきっかけにしてくれたらいいなー

と思っています。 

Ａ，子どもたち目線による「まちのお宝探検隊」は、子どもたちが「ふるさとが好きだ、帰ってきたい」

「ふるさとが自慢だ」と思える姿を目指し「自分たちの思いを受け入れ、育んでくれる」地域でありた

いと思うきっかけにしてくれたらと思っています。 

Ｑ，公民館が得た、特徴的な成果や効果はどのようなものがありますか 

Ａ，連携、役割の中で、「憧れのサイクル」＝ 中学生（企画、運営主体）― 新栄会（企画、運営協力）

― 学生（企画、運営サポート）― 公民館（企画、連絡調整、地域連携）― 婦人会、地区民（出演

協力）＝ を循環することができました。 

Ａ，地域には子ども目線の宝がたくさんあり、地域を大切に思う心情が芽生えてきています。 

地域のために何かしたいという気持ちが次第に育まれてきていると思います。 

Ａ，新栄会の参加により「若い世代が輝く地域づくり」への思いが地域全体（定住促進、Ｉターン、Ｕタ

ーン）へ波及効果として浸透してきていることを強く感じています。 

Ｑ，最後に、公民館としての考えなどを教えてください 

Ａ，この度のプロジェクトから、少子高齢化、地域活性化が叫ばれている中にあって、 

公民館が担う「地域の要」オール新山としての役割は、ますます大切になってくると 

思っています。  
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